
１，１００
６号機

 
(S54.10.24運開) 

双葉町

７８４
５号機

 
(S53.4.18運開) 

双葉町

７８４
４号機

 
(S53.10.12運開) 

大熊町

運転中７８４
３号機

 
(S51.3.27運開) 

大熊町

運転中７８４
２号機

 
(S49.7.18運開) 

大熊町

運転中４６０
１号機

 
(S46.3.26運開) 

大熊町

補足説明運転状況定格電気出力

 

(MWe)運 転 状 況 （平成２２年度）プラント名

（福島第一原子力発電所）
プラントの状況について

定期検査中

平成２３年２月１８日
福島第一原子力発電所
福島第二原子力発電所

～

～

～

4月

 

10月

 

3月

4月

 

10月

 

3月

4月

 

10月

 

3月

4月

 

10月

 

3月

4月

 

10月

 

3月

4月

 

10月

 

3月

・H22.

 

3.15

 

発電開始
・H22.

 

8.14

 

定期検査のため停止

・H22.

 

9.27

 

原子炉隔離時冷却系タービン自動停止事象
保安規定違反（改善指示）受領

・H22.11.

 

2

 

制御棒パターン調整時における原子炉自動停止
・H22.12.25

 

発電開始
・H22.

 

1.

 

3

 

定期検査のため停止

・H21.11.30

 

発電開始
・H22.11.30

 

定期検査のため停止（シュラウド取替工事他）

・H22.

 

6.19

 

定期検査のため停止
・H22.

 

8.21

 

ＭＯＸ燃料装荷終了
・H22.

 

9.23

 

発電開始

・H22.

 

9.27

 

発電開始

・H23. 2. 7

 

高経年化技術評価（40年目）にもとづく長期保守管理

方針に係る原子炉施設保安規定の変更認可

１，１００

・H22.

 

9.16

 

定期検査のため停止
・H22.11.18

 

発電開始

定期検査中

定期検査中



（福島第二原子力発電所）

・H22.11.9

 

定期検査のため停止
・H23.1.27

 

発電開始
運転中１，１００

４号機

 
(S62.8.25運開) 

富岡町

・H22.1.7

 

定期検査のため停止

・H22.3.14

 

発電開始

・H22.9.25

 

台風１２号の影響による取水口スクリーン装置に

大量の海藻類等が流れ込む事象が発生したため、

出力を段階的に３８万キロワットまで手動にて抑

制（取水機能回復後、定格出力へ復帰）

運転中１，１００
３号機

 
(S60.6.21運開) 

富岡町

・H22.3.6

 

定期検査のため停止
・H22.6.3

 

発電開始運転中１，１００
２号機

 
(S59.2.3運開) 

楢葉町

・H22.6.23

 

定期検査のため停止

・H22.9.24

 

発電開始
運転中１，１００

１号機

 
(S57.4.20運開) 

楢葉町

補足説明運転状況
定格電気出力

 

(MWe)プラント名 運 転 状 況 （平成２２年度）

：

 

運転期間を示す。 ＊炉心流量、炉心下部格子板差圧、発電機出力、原子炉熱出力に

ついて監視し、定期的にデータの採取を行い、有意な変化が無い

ことを確認しています。

福島第一；４号機、福島第二；２，３，４号機

 

１月３１日現在：変動なし

～

～

～

4月

 

10月

 

3月

4月

 

10月

 

3月

4月

 

10月

 

3月

4月

 

10月

 

3月

～



 

１．はじめに 

○ 平成 22年９月２日、定格熱出力一定運転中の福島第一原子力発電所５号機において、

原子炉隔離時冷却系の定例試験（毎月１回）を実施したところ、午前 11 時 19 分に

当該系統のタービンが自動停止した。 

○ このため、当該系統が動作可能な状態にないことから、午前 11 時 26 分、保安規定で

定める「運転上の制限」を満足していないと判断した。 

○ 自動停止した要因を調査した結果、５号機の原子炉隔離時冷却系タービン制御盤にあ

る蒸気の量を加減する弁を制御する信号ケーブルが取り外されており、６号機の作業

表示札が取り付けられていた。 

○ 当該ケーブルが外された時期を調査したところ、平成 22 年８月 16 日から当該系統が

動作可能な状態になかったことが確認された。 

○ 平成 22 年９月 27 日、原子力安全・保安院より、当該事象が保安規定に違反している

ことから、根本原因の分析と再発防止対策を策定するよう指示を受けた。 

○ 本日（11 月 29 日）、根本原因分析結果と再発防止対策を原子力安全・保安院へ報告

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．事実関係の調査 
原子炉隔離時冷却系のタービンが自動停止した事実関係を調査した結果、以下の内容が確認された。 

【資料作成段階】６号機の作業内容を検討する際に、誤って５号機の図面を用いて検討を行った。 

○資料作成者は、本来６号機の図面を打ち出すべきところ、誤って５号機の図面を打ち出し作業手順の検討を行った。 

○資料作成者は、関係書類の照合にあたり、誤って打ち出した５号機の図面を用いたため、機器等の点検前に行う作

業で使用する「作業表示札」に記載される情報（パネル番号）を５号機のパネル番号で誤って入力した。 

○資料作成者は、パネル番号を修正したことについて、後任の資料作成者等の関係者に伝えなかったため、パネル番

号の誤りや図面の誤りについて資料審査者も気づかなかった。 

【作業実施段階】本来は６号機の蒸気の量を加減する弁を制御する信号ケーブルを外すべきところ、誤って５号機の蒸気

の量を加減する弁を制御する信号ケーブルを外した。 

○現場操作員は、５号機のケーブルを取り外すことを６号機の中央制御室操作員が理解していると思い、号機につい

ては明確にせず、ケーブルを取り外す作業を行う旨６号機の中央制御室操作員へ連絡した。 

○現場操作員は、誤った情報が記載された「作業表示札」通り、該当する５号機のケーブルを外した。 

福島第一原子力発電所５号機「原子炉隔離時冷却系の機能喪失における保安規定違反」事象に関する 
根本原因分析の実施および再発防止対策の策定について（概要） 

図 原子炉隔離時冷却系 系統および制御概略図 

平成 23 年 2 月 18 日 

東京電力株式会社
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５号機のパネル番号

作業表示札〔 ６号機用〕

５号機のパネル番号

作業表示札〔 ６号機用〕

誤って入力した箇所 

作業内容を示すリスト 

作業内容を示すリスト 

無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 



３．根本原因の分析結果および対策 

○ 根本原因を洗い出すため、原子力安全・保安院が定めた「根本原因分析の手順に関する要求事項」等に基づき、「５号機の

原子炉隔離時冷却系がトリップした」という事象を起点として、調査した事実に基づき問題点を抽出し本事象を引き起こ

した背後要因（直接原因・根本原因）を分析した。 

 対策の実施スケジュール 

段階 問題点  直接原因  対策  

資料作成者は、誤った図面を印刷し使

用した。 

 ５号機と６号機の図面が類似してお

り、号機を容易に識別することが難

しかった。 

① 図面の号機表示を認識しやすくする。 

資料作成者は、誤った図面を用いて作

業手順を検討した。 

資料作成者は、作業内容を示すリスト

の現場パネル番号を、誤った図面を使

用したことから５号機のパネル番号に

修正した。 

 正しい図面を用いているか確認する

仕組みが不十分だった。 

② 新たに『資料確認者』を設置する。 

資料確認者は、作業内容を示すリストが

正しい図面に基づき作成されているこ

とを確認するとともに確認結果を履歴

に残す。 

資料作成者が５号機のパネル番号に修

正したことを、後任の資料作成者等の

関係者に伝えなかった。 

 作業内容を示すリストの変更管理が

十分でなかった。 

 資料作成者が交替した場合の引き継

ぐ仕組みが十分ではなかった。 

③ 資料作成者は作業内容を示すリストの

変更管理を行う。 

資料作成者が交替した場合、作業進捗状

況と作業内容を示すリストの変更履歴

（変更理由を含む）を確実に引き継ぐ。

資
料
作
成
段
階 

資料審査者は、修正の誤りや図面の号

機の誤りに気付かなかった。（図面は確

認していない） 

 資料審査者が確認すべきポイントが

明確になっておらず、役割・責任に

不明確な部分があった。 

④ 審査者は作業内容を示すリストの追加

変更点について添付書類と整合を確認

し、適切な内容であるか審査する。 

作
業
実
施
段
階 

６号機の現場操作員は、作業場所が５

号機の設備であることを６号機の中央

制御室操作員が理解していると思い、

号機について明確に伝えず、ケーブル

を取り外す作業の連絡を６号機の中央

制御室操作員へ行った。 

 担当以外の号機で作業を行う

際、作業が実施される中央制

御室への連絡方法が不明確だ

った。 

⑤ 現場操作員が担当以外の号機で作業を

行う場合、中央制御室と現場との連絡方

法を明確にする。 

⑥ 今回の号機間違えの事例を踏まえ、複数

の号機の設備が混在している現場にお

いて、操作パネルの号機を識別しやすい

よう改善を図る。 
  

根本原因  対策   

 資料作成の仕組みに問題点を引き起

こす脆弱性が内在していた。 

 

 資料作成の仕組みを継続的に検証す

る中で問題点を検出できなかった。

 

 検証が十分でなかった。 

⑦ 左記の根本原因を踏まえ、資料作成の仕

組みの検証方法を見直す。 

⑧ 見直した検証方法により、資料作成の仕

組みの運用状況に問題がないか再検証

する。 

⑨ 再検証結果を踏まえ、改善を図る。 

11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月～９月 10月～３月

①

②
③
④

⑤ 

⑥

⑦

⑧

⑨

平成22年度 平成23年度

資料確認者の設置
資料の変更履歴の管理

資料変更点の審査
のルール化

検証プロセスの見直し

再検証

再検証結
果を踏まえ

改善

複数の号機の設備が混
在している現場におい
て、操作パネルの分か
りやすい号機の識別化

図面の号機識別を
しやすくするための
管理システム改良

現場操作員が担当以外の号
機で作業を行う場合における
中央制御室と現場との連絡

方法のルール化

 ① 
① 

② 

 

 ② 

無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 



無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

号機識別として図面の枠線に号機別の色がつく機能を追加しました。
（システムより対象画像を表示・ダウンロード・印刷したときに有効となります。）

１号機：赤

 

実線

 
２号機：緑

 

点線

 ３号機：青

 

実線

 
４号機：黄

 

点線

 ５号機：茶

 

実線

 
６号機：橙

 

点線

対象画像を開く

図面の号機識別をしやすくするための管理システム改良

 総合文書管理システム

 
号機識別機能追加

枠線色別

①



無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

５号機

２月

 

号機表示シール（725枚）・・・建屋内用
号機表示アクリル（115枚）・・・屋外用

発注

３月

 

定検号機より表示取り付け実施

1号機 ２号機 ３号機 ４号機 ５号機 ６号機

シール 86 163 153 130 92 101

アクリル 2 7 28 22 36 20

・号機表示貼付け数

・今後の予定

・号機識別イメージ

表示貼付

【通路号機案内色】

建屋内の制御盤の表示物
・現場の号機色（通路号機案内色）を背景色とした号機表示の
シールを取り付ける。

1号機 ２号機 ３号機

４号機 ６号機５号機

【号機表示】

複数号機の設備が混在する現場の操作パネルの号機の識別化②
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